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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　商品に貼着可能な貼着部と商品に貼着不可な突出部とを有し、突出部が商品の一縁から
外方へ突出するように、貼着部を商品の一部分に貼着して使用されるラベルに於いて、
　ラベル基材が、上層シートと下層シートを積層接着した積層体で構成され、この上層シ
ートと下層シートが、商品の一縁に対応する部分に於いて非接着とされていることを特徴
とするラベル。
【請求項２】
　前記上層シートが、下層シートに比して引張弾性率の小さいシートである請求項１に記
載のラベル。
【請求項３】
　前記ラベルは、商品に貼付した状態に於いて、突出部が折り曲げられるものであり、前
記上層シートが、この折り曲げ線と直交する方向に沿って伸張させた状態で、下層シート
に積層されている請求項１または２に記載のラベル。
【請求項４】
　上層シートがポリエチレンシートであり、下層シートがポリエチレンテレフタレートシ
ートである請求項１～３のいずれかに記載のラベル。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、商品から突出するように貼着されるラベルに関する。
【背景技術】
【０００２】
　菓子、化粧品、薬など様々な物品を包装箱に包装した商品が流通している。
　さらに、上記商品は、流通保管時などに於いて、ケース状の梱包材に複数箱詰めされる
。箱詰めされた商品は、販売店などに於いて、梱包材から取り出され、個々に陳列される
。
【０００３】
　ところで、上記商品には、主として広告宣伝目的のため、一部分を商品から突出させる
ラベル（この種のラベルは、ＰＯＰラベルとも言われる。以下、ＰＯＰラベルと略称する
場合がある）が貼着される場合がある。
　このＰＯＰラベルは、一般に所定形状の柔軟なシートで形成され、主として商品に貼着
可能な貼着部と商品に貼着不可な突出部とを有する。該ＰＯＰラベルは、その貼着部を商
品の上端部に貼着することにより、突出部を商品の正面部の上縁から外側へと突出させて
使用される。
【０００４】
　かかるＰＯＰラベルが貼着されたラベル付き商品も同様に、複数個を梱包材に箱詰めさ
れて保管流通に供される。
　しかしながら、該ラベル付き商品は、ＰＯＰラベルの突出部が商品の上縁から突出して
いるため、該突出部が、梱包材によって押さえられて折れ曲がり、折り癖が付く。このた
め、梱包材から商品を取り出した際、ＰＯＰラベルの突出部が、元のように復帰し難いと
いう問題点がある。
【０００５】
　かかる問題点に鑑みて、従来、接続部を介して一面部及び他面部の少なくとも２面が形
成された包装箱と、包装箱に貼着可能な貼着部と貼着状態で包装箱から突出する突出部と
を有する柔軟シートからなるラベルと、を備え、ラベルの貼着部が、包装箱の一面部に貼
着され、且つラベルの突出部が、包装箱の接続部から他面部の外側へ突出されており、包
装箱の接続部が、鈍角状又は円弧状に形成されているラベル付き包装箱が知られている（
特許文献１）。
　かかるラベル付き包装箱は、梱包材に詰めた後、これを取り出しても、ラベルの突出部
が自立復帰するという優れた効果を有する。
【０００６】
　しかしながら、上記従来のラベル付き包装箱は、包装箱の接続部が鈍角状又は円弧状に
形成されている場合には有効であるが、例えば包装箱の接続部が直角状に形成されている
場合には、ラベルが十分に自立復帰し難いという問題点がある。つまり、上記従来のラベ
ル付き包装箱は、ラベルの自立復帰効果が包装箱の形状に依存しているため、あらゆる形
状の包装箱（商品）に対してラベルの自立復帰効果を期待できないという問題点がある。
【特許文献１】特開２００６－２１３３７６
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　そこで、本発明は、貼着対象となる商品の形状に拘わらず、保管流通時などの際に折り
曲げられていても自立復帰し易いラベルを提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、商品に貼着可能な貼着部と商品に貼着不可な突出部とを有するラベルであっ
て、突出部が商品の一縁から外方へ突出するように、貼着部を商品の一部分に貼着して使
用されるラベルに於いて、ラベル基材が、上層シートと下層シートを積層接着した積層体
で構成され、前記ラベル基材の上層シートと下層シートが、商品の一縁に対応する部分に
於いて非接着とされていることを特徴とする。
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【０００９】
　上記ラベルは、貼着部を商品の一部分に貼着し、突出部を商品の一縁から外方へ突出さ
せて使用される。該ラベルの貼着されたラベル付き商品は、梱包材などに入れられると、
ラベルの突出部に荷重が掛かり、ラベルが、商品の一縁に対応する部分に於いて折り曲げ
られた状態となる。
　本発明のラベルは、積層体で構成され且つ上層シートと下層シートが商品の一縁に対応
する部分（折り曲げられる部分）に於いて非接着とされているため、ラベルの折り曲げ状
態に於いて、上層シートの折れ曲がり角度は、下層シートの厚み分だけ、下層シートの折
れ曲がり角度に比して小さくなる。従って、上層シートは、曲がり癖が付きにくい。この
ため、荷重が解除された後、上層シートが元の状態に復元し易く、該上層シートの復元力
を以て、ラベルの突出部を自然に立ち上がらせることができる。
　従って、本発明のラベルを突出状態で貼着したラベル付き商品は、梱包材から取り出し
た後、ラベルが自立復帰し易く、該ラベルは、広告宣伝機能に優れている。
【００１０】
　さらに、上記ラベルの好ましい態様は、上記上層シートが、下層シートに比して引張弾
性率の小さいシートで構成されている。
　かかる好ましいラベルは、上層シートが下層シートに比して引張弾性率の小さいシート
で構成されているので、上層シートが伸縮性に優れている。このため、ラベルが折り曲げ
られた状態に於いて、上層シートに折り癖（弾性限界を超え、元の状態に復元しないこと
）が付き難く、荷重が解除された後、ラベルの突出部を確実に立ち上がらせることができ
る。
【００１１】
　また、上記ラベルの好ましい態様は、上記ラベルは、商品に貼付した状態に於いて、突
出部が折り曲げられるものであり、上記上層シートが、この折り曲げ線と直交する方向に
沿って伸張させた状態で、下層シートに積層されている。
　かかる好ましいラベルは、上層シートを予め伸張させた状態で積層されているので、上
層シートが、ラベルの折り曲げ線と直交する方向に於いて縮まり易くなっている。このた
め、該ラベルに対する荷重が解除された後、折り曲げられたラベルの突出部を確実に立ち
上がらせることができる。
【００１２】
　さらに、上記ラベルの好ましい態様は、上記上層シートがポリエチレンシートであり、
下層シートがポリエチレンテレフタレートシートで構成されている。
　かかる好ましいラベルは、上層シートとして比較的柔らかいポリエチレンシートが用い
られているので伸縮性に優れ、荷重が解除された後、ラベルの突出部を確実に立ち上がら
せることができる。
　一方、下層シートとして比較的剛性の高いポリエチレンテレフタレートシートが用いら
れているので、適度な剛性・強度を有するラベルを構成できる。
　なお、ラベル基材が、上層シートを伸張させながら下層シートに積層されたものである
場合には、上層シートの伸張積層も容易に行うことができる。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明に係るラベルは、ラベル基材の層構成を工夫することによって、折り曲げられた
後の自立復帰効果に優れている。このため、該ラベルを貼着する商品の形状に拘わらず、
保管流通時などの際に折り曲げられていても、突出部が自然に立ち上がり得るラベルを提
供できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、本発明について、図面を参照しつつ具体的に説明する。
　図１及び図２に於いて、１は、包装箱２の内部に物品が収納された商品１０と、この商
品１０に貼着され且つ一部分が商品１０から突出してなるラベル３と、を備えるラベル付



(4) JP 4800233 B2 2011.10.26

10

20

30

40

50

き商品を示す。尚、各図に於いて、包装箱２に収納される物品は図示しない。
　この包装箱２は、各面部が矩形状に形成された６面体構造（直方体）である。
　例えば、包装箱２の上面部２１と正面部２２は、接続部２３を介して接続されており、
この接続部２３に於ける内角θ（上面部２１と正面部２２の成す角）が略直角に形成され
ている。
【００１５】
　包装箱２の材質及び形成方法は、特に限定されず、例えば、厚紙や硬質合成樹脂シート
などの比較的硬いシートを箱状に組み立てたものや、樹脂成形品で形成したものなどが挙
げられる。尚、図示した包装箱２は、１枚のシートを所定の形状に裁断し、糊付けや組付
け（各面部の糊付け部分や組付け構造は図示せず）によって組み立てられたもので、上面
部２１及び底面部２４がヒンジ部２６を介して開閉可能な蓋として構成されたものを例示
している。但し、蓋は、上面部２１や底面部２４以外、例えば、正面部や側面部などに形
成することも可能である。
　また、包装箱２の正面部２２には、主となる意匠印刷表示（商品の広告、説明、商標な
ど）が施されており、上面部２１や側面部などの他の面部にも他の意匠印刷表示が施され
ている。但し、主となる意匠印刷表示は、正面部２２以外、例えば、上面部２１や側面部
などに施されていてもよい。
【００１６】
　ラベル３は、図３にも示すように、包装箱２の外面に貼着可能な貼着部３１と、包装箱
２の外面に貼着不可な突出部３２と、を有する。
　このラベル３の貼着部３１は、図２に示すように、例えば、包装箱２の正面部２２の上
端部に貼着されている。かかる貼着状態に於いて、貼着部３１に連設された突出部３２は
、包装箱２の接続部２３（一縁）から上側（外側）へ突出している。
【００１７】
　ラベル３の形状は、特に限定されず、例えば、平面視略長方形状に形成されている。ま
た、ラベル３の大きさについても特に限定されず、例えば、平面視略長方形状に形成され
る場合には、縦：２０ｍｍ～８０ｍｍ×横：１０ｍｍ～６０ｍｍ程度に形成される。
　上記貼着部３１と突出部３２は、ラベル３の一方向Ｘ（以下、「Ｘ方向」という場合が
ある）に於いて並んで設けられている。平面視略長方形状に形成されるラベル３に於いて
は、貼着部３１と突出部３２がラベル３の長手方向に並んで設けられていることが好まし
い。この場合、貼着部３１と突出部３２の境界線３３は、ラベル３の他方向Ｙ（ラベル３
の面内に於いて、ラベル３の一方向Ｘに直交する方向）に伸びる直線とされていることが
好ましい。
　上記ラベル３は、通常、貼着部３１と突出部３２の境界線３３が包装箱２の接続部２３
に概ね沿うように貼着される。もっとも、ラベル３が折り曲げられた際、ラベル３の貼着
部３１の上端部が包装箱２の上面部２１に付着することを防止する点から、ラベル３の貼
着部３１が、包装箱２の接続部２３を跨がないように貼着される。
【００１８】
　上記ラベル３を構成するラベル基材５は、柔軟なシート（通常は平坦状で、荷重が加わ
ると湾曲可能なシート体）から形成されている。このラベル基材５は、少なくとも２層の
シートが積層接着された積層体から構成されている。
【００１９】
　具体的には、ラベル３の層構成は、図４に示すように、上層シート５１及び下層シート
５２が接着層５３を介して積層接着されたラベル基材５と、このラベル基材５に設けられ
た意匠印刷層６と、ラベル基材５の裏面全体に設けられた粘着剤層７と、この粘着剤層７
の一部の領域を除いて設けられた非接着処理層８と、から構成されている。
【００２０】
　ラベル基材５の上層シート５１及び下層シート５２は、それぞれ公知の柔軟なシート（
一般にフィルムと呼ばれるものも同義である）からなり、例えば、紙、合成紙、合成樹脂
製シート、金属蒸着シート、発泡樹脂シートなどや、これら各種シートの積層体などを用
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いることができる。これら中でも、上層シート５１及び下層シート５２は、自立復帰性が
良好であることから、それぞれ合成樹脂製シートや合成紙を用いることが好ましい。更に
、比較的剛性が高く自立復帰性がより優れていることから、１軸又は２軸延伸された合成
樹脂製シートや合成紙を用いることもできる。合成樹脂製シート等の材質は特に限定され
ず、例えば、ポリエチレン、ポリプロピレン、環状オレフィン、ポリエチレンを含む共重
合ポリマーなどのポリオレフィン系、ポリエチレンテレフタレートなどのポリエステル系
、ポリアミド系、ポリスチレン系などのシートを用いることができる。このうち、上層シ
ート５１としては、直鎖状低密度ポリエチレン、低密度ポリエチレン、高密度ポリエチレ
ン、無延伸ポリプロピレン、ポリアミド系、塩化ビニル系、エチレンビニルアルコール系
などのシートを用いることができる。下層シート５２としては、延伸ポリプロピレン、ポ
リスチレン、ポリエチレンテレフタレート、ポリブチレンテレフタレートなどのシートを
用いることができる。
【００２１】
　上層シート５１及び下層シート５２は、同種素材のシートで構成することもできるが、
ラベル３の自立復帰性の点から、異種素材のシートを用いることが好ましい。
　また、上層シート５１は、下層シート５２に比して引張弾性率が小さいシートを用いる
ことが好ましい。
　上層シート５１の引張弾性率としては、０．０１ＧＰａ～０．５ＧＰａ、下層シート５
２の引張弾性率としては、０．３ＧＰａ～６．０ＧＰａが例示され、上層シート５１の引
張弾性率は、下層シート５２のそれよりも０．３ＧＰａ以上小さいものが良い。
　ここで、引張弾性率とは、ＪＩＳ　Ｋ　７１２７に準じて測定された値である。
【００２２】
　好ましい構成例では、上層シート５１が、無延伸又は低延伸（下層シート５２よりも延
伸倍率が小さい）のシートで、且つ下層シート５２が、少なくとも１軸方向に延伸された
シートの組み合わせである。また、好ましい構成例では、上層シート５１がポリオレフィ
ン系シート（中でもポリエチレンシート）で、且つ下層シート５２がポリエステル系シー
ト（中でもポリエチレンテレフタレート）の組み合わせである。最も好ましい構成例では
、上層シート５１が、上記無延伸又は低延伸のオレフィン系シートで、且つ下層シート５
２が、上記少なくとも１軸方向に延伸されたポリエステル系シートの組み合わせである。
かかる好ましい構成例によって、上層シート５１は伸縮性に優れ、且つ、下層シート５２
は剛性に優れ、該上下層シート５１，５２の積層により、自立復帰効果が高く且つ剛性や
強度に優れたラベル３を構成できる。
　上層シート５１及び下層シート５２の厚みは、特に限定されず、構成されるラベル基材
５の厚みが概ね２０～２００μｍ程度となるように適宜設計される。但し、上層シート５
１及び下層シート５２の何れか一方が余りに薄いと、ラベル基材５を積層体によって構成
した意義が減殺されるので、この点を考慮すると、上層シート５１は、３０～１００μｍ
程度、下層シート５２は、２０～１５０μｍ程度が好ましい。
【００２３】
　上層シート５１及び下層シート５２を層間接着する接着層５３は、包装箱２の一縁に対
応する部分を除いて、上下層シート５１，５２の間に設けられている。
　具体的には、接着層５３は、重ね合わされた上下層シート５１，５２の層間であって、
貼着部３１の一方領域及び突出部３２の一方領域の２つの領域に偏ってそれぞれ設けられ
ている。このように接着層５３を２つの領域に分けて設けることにより、上下層シート５
１，５２の層間であって、該上下層シート５１，５２の中央領域に、（上下層シート５１
，５２が非接着とされた）非接着領域５４が形成されている。
　この非接着領域５４は、ラベル３を包装箱２に貼着する際、包装箱２の一縁に対応する
部分に形成される。上述のように、ラベル３は、通常、貼着部３１と突出部３２の境界線
３３が包装箱２の一縁に概ね沿うように貼着されるので、非接着領域５４は、貼着部３１
と突出部３２の境界線３３を含む所定幅の領域に形成される。好ましくは、非接着領域５
４は、図４に示すように、境界線３３を基準にしてＸ方向に所定幅拡がり、且つ、ラベル
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基材５の一側縁５ａから他側縁５ｂに亘って設けられている。
　非接着領域５４の幅Ｗは、特に限定されないが、余りに短いと自立復帰効果を奏しない
ので、該幅Ｗは、好ましくは５ｍｍ以上、より好ましくは７ｍｍ以上形成される。
【００２４】
　接着層５３は、公知の接着剤又は粘着剤を所定領域に設けることによって形成されてい
る。
　接着層５３を構成する接着剤又は粘着剤（以下、接着剤等という）は、上層シート５１
と下層シート５２が剥がれないように両シート５１，５２を接着できるものであれば特に
限定されず、従来公知の感圧型粘着剤、感熱性接着剤、ドライラミネート用接着剤、ウェ
ットラミネート用接着剤などを用いることができる。
【００２５】
　上記積層体からなるラベル基材５は、非接着領域５４を除いて、上下層シート５１，５
２を接着することによって得られる。
　好ましくは、上記ラベル基材５は、上層シート５１をラベル３の折り曲げ線と直交する
方向に沿って伸張させた状態で、下層シート５２に積層接着したものが良い。
　ここで、ラベル３の折り曲げ線とは、図５に示すように、ラベル３が商品に貼付され且
つ該ラベル３の突出部３２が折り曲げられた際、ラベル３の面内に生じる折り目を言う。
本実施形態のラベル３は、貼着部３１と突出部３２の境界線３３が包装箱２の接続部２３
に概ね沿うように貼着されるので、ラベル３の前記折り曲げ線は、境界線３３と一致又は
境界線３３と平行な方向の線となる。但し、他の実施形態に於いて、ラベル３の貼着位置
が本実施形態の上記貼着位置と異なる場合には、上記折り曲げ線は、境界線３３と非平行
になる場合もある。
　本実施形態では、ラベル基材５は、例えば、上層シート５１の裏面に、非接着領域５４
の形成部分を除いて、接着層５３を構成する接着剤等を塗工し、該上層シート５１をラベ
ル３のＸ方向に伸張しつつ下層シート５２の表面に貼り合わせることによって、得られた
ものが好ましい。また、上下層シート５１，５２の上記貼り合わせに於いて、上層シート
５１に接着剤等を設ける構成に代えて、下層シート５２の表面に、非接着領域５４の形成
部分を除いて接着剤等を設け、上層シート５１を伸張しつつ該下層シート５２の表面に貼
り合わせても同様である。
　上層シート５１の伸張は、シートの弾性限界を超えない程度であれば特に限定されず、
一般的には、伸張前の元長さに対して、１．０００１～１．０１倍程度に伸張させること
が好ましい。上層シート５１の伸張は、常温下で行うことが好ましい。
　なお、上層シート５１及び／又は下層シート５２として、延伸シートを用いる場合には
、その延伸シートの主延伸方向が、上記折り曲げ線と直交する方向になるようにしてシー
トを積層することが好ましい。
【００２６】
　なお、上下層シート５１，５２の上記貼り合わせに於いて、上層シート５１の裏面全体
に接着剤等を設け、且つ下層シート５２の表面のうち、非接着領域５４の形成部分に、非
接着処理を施し（前記接着剤等が非接着となる処理をいう。この処理としては、例えば紫
外線硬化型インキやシリコーンを含む剤を塗布する等が挙げられる）、該上層シート５１
を伸張しながら下層シート５２に貼り合わせてもよい。また、下層シート５２の表面全体
に接着剤等を設け、且つ上層シート５１の裏面のうち、非接着領域５４の形成部分に非接
着処理を施して貼り合わせてもよい。
【００２７】
　次に、意匠印刷層６は、ラベル３の表面側から意匠印刷表示を読取可能なように文字や
絵柄などの向きを整えて印刷された層である。意匠印刷層６は、図４に示すように、例え
ば、下層シート５２の表面に設けられている。この場合、上層シート５１及び接着層５３
は透明又は半透明のものが用いられる。また、ラベル３の裏面側から意匠印刷表示６を読
取可能に印刷することもできる。このようにラベル３の裏面側から意匠印刷表示６を読取
可能とする場合、意匠印刷層６の文字や絵柄などの向きを整えて印刷し、下層シート５２
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、粘着剤層７及び非接着処理層８を透明又は半透明とすればよい。
【００２８】
　なお、意匠印刷層６は、下層シート５２の表面に設けられる場合に限定されず、意匠印
刷層６は、下層シート５２の裏面や、上層シート５１の裏面又は表面に設けることもでき
る。この場合、意匠印刷層６が、ラベル３の表面側又は裏面側から読取可能となるように
、各層５１，５２，５３，７，８は、適宜透明又は半透明な素材が用いられる。
【００２９】
　粘着剤層７は、商品に貼着可能な粘着剤の層である。該粘着剤を下層シート５２の裏面
に塗布することによって粘着剤層７が設けられている。該粘着剤としては、例えば、ゴム
系、アクリル系、ウレタン系などの公知の感圧型粘着剤を用いることができる。
　非接着処理層８は、上記粘着剤を覆いその粘着力を隠蔽するための層である。該非接着
処理層８は、例えば、粘着剤層７の裏面に非接着処理を施すことによって設けられている
。該非接着処理としては、例えば、粘着剤層７の裏面に紫外線硬化型インキやシリコーン
を含む剤を塗布するなどのような非接着印刷処理が好ましいが、これに代えて、例えば、
粘着剤層７の裏面に合成樹脂製フィルムを積層する方法でもよい。
　この非接着処理層８が設けられた領域に対応するラベル片が、ラベル３の突出部３２と
なる。一方、非接着処理層８が設けられていない領域は、粘着剤層７が露出しており、こ
の露出領域に対応するラベル片が、ラベル３の貼着部３１となっている。
　尚、粘着剤層７として感圧型粘着剤が用いられている本実施形態のラベル３は、通常、
離型紙（図示せず）に載せて提供される。
【００３０】
　本発明のラベル３は、例えば、下記の方法によって製造できる。
　感圧型粘着剤が裏面全体にベタ状に塗工された長尺状の下層シートを、離型紙上に仮貼
付してなる下層シート原反（好ましくは、ポリエチレンテレフタレートシートが用いられ
る）を準備する。この下層シート原反の表面に意匠印刷を施し、該下層シート原反を離型
紙から剥がしながら、突出部３２の形成領域に非接着処理を施して非接着処理層８を形成
した後、再度、離型紙に仮貼付する。
　一方、感圧型粘着剤等の接着剤等が非接着領域５４を除いて塗工された長尺状の上層シ
ート原反（好ましくは、ポリエチレンシートが用いられる）を、上記折り曲げ線と直交す
る方向に伸張させ、その状態で、上記下層シート原反に重ね合わせて貼り合わせる。
　最後に、上下層シート原反をラベル３の平面形状に合わせて打ち抜くことにより、複数
のラベル３が離型紙上に仮貼付されたラベル連続体を得ることができる。
【００３１】
　次に、本発明のラベル及びラベル付き商品の使用例について説明する。
　上記ラベル連続体から、１枚のラベル３を引き剥がし、ラベル３の貼着部３１を包装箱
２の正面部２２の上端部に貼着する。貼着後のラベル３は、図１に示すように、包装箱２
の正面部２２の面と平行となり、ラベル３の突出部３２が包装箱２の接続部２３から上方
へ突出した状態となっている。
　このラベル付き商品１は、通常、複数個を梱包材９に梱包した集積包装体の態様で、保
管流通に供される（図５参照）。
【００３２】
　梱包材９は、特に限定されず、例えば厚紙、段ボール、硬質合成樹脂シートなどの比較
的硬いシートを箱状に組み立てたものや、箱状に成形した樹脂成形品などを用いることが
できる。
　梱包材９は、梱包したラベル付き商品１が動かないようにするため、梱包材９の各面部
が、複数個のラベル付き商品１（複数個のラベル付き商品を「集合体」という）の外部に
接触するような形状に形成されている。
　この梱包材９の具体的形状は、集合体の形状に応じて適宜設計される。上記６面体状の
包装箱２を備えるラベル付き商品１の場合、梱包材９は、図示したように、直方体のもの
が用いられ、集合体の正背面部、両側面部、上面部及び底面部に対応して梱包材９の各面
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部が接触するように形成されている。
　尚、図５では、梱包材９の上面部９１が、ヒンジ部９１ａを介して開閉可能な片開き蓋
となっており、ラベル付き商品１を３列梱包する梱包材９を例示している。
【００３３】
　上記梱包材９内にラベル付き商品１を、そのラベル３の突出部３２の表面側が梱包材９
のヒンジ部９１ａに対面するように収納し、梱包材９の上面部９１を閉じると、各ラベル
３の突出部３２が、梱包材９の上面部９１によって押さえ付けられ、各包装箱２の上面部
２１側へとそれぞれ折れ曲がる。従って、ラベル３は、折り曲げ線に於いて、約９０度の
角度を以て折れ曲がる。
【００３４】
　折り曲げ状態のラベル３は、上層シート５１の折れ曲がり角度は、下層シート５２の厚
み分だけ、下層シート５２の折れ曲がり角度に比して小さくなっている。従って、上層シ
ート５１は、曲がり癖が付き難くなっている。
 そして、梱包材９の上面部９１を開け、ラベル付き商品１を取り出すと、ラベル３に加
わっていた荷重が解除される。本発明のラベル３は、包装箱２（商品）の一縁に対応する
部分に於いて上下層シート５１，５２が非接着とされているので、上下層シート５１，５
２が別個独立して復元するが、特に上層シート５１の復元力によって、ラベル３が元の貼
着状態に復元し易い。従って、荷重が解除されると、ラベル３の突出部５２を自然に立ち
上がらせることができる。
　特に、上層シート５１が、下層シート５２に比して引張弾性率の小さいシートで構成さ
れているラベル基材５の場合には、上層シート５１の伸縮性が優れている。このため、ラ
ベル３が折り曲げられた状態に於いて、上層シート５１に折り癖が付き難く、荷重が解除
された後、ラベル３の突出部３２を確実に立ち上がらせることができる。
　さらに、上層シート５１が、ラベル３の折り曲げ線と直交する方向に伸張させた状態で
下層シート５２に積層されているラベル基材５の場合には、上層シート５１が該直交方向
に於いて収縮し易い傾向で積層されている。このため、荷重が解除された後、ラベルの上
層シート５１は、折り曲げ線と直交する方向に収縮し、ラベル３の突出部３２を確実に立
ち上がらせることができる。
【００３５】
　尚、本発明は、上記実施形態に限られず、適宜設計変更することができる。以下、本発
明の各変形例を説明するが、上記実施形態と同様の構成については、説明を省略し、用語
及び符号を援用する場合がある。
【００３６】
　上記実施形態では、ラベル基材５の裏面全体に粘着剤層７を設け、粘着剤層７の上方領
域に非接着処理層８を設けることにより、貼着部３１と突出部３２とにラベル３が区画さ
れているが、例えば、図６に示すように、貼着部３１の形成部分にのみ粘着剤層７を設け
てもよい。
　また、粘着剤層７は、ラベル基材５の裏面にベタ状に設ける以外に、網目状や点状など
に設けてもよい。粘着剤層７は、ラベル３の貼着部３１を商品に面接着できるように構成
されていればよい。
　なお、粘着剤層７は、剥離後再貼付可能であることから、上記実施形態のように感圧型
粘着剤を用いることが好ましいが、粘着剤層７として感熱性接着剤などを用いることもで
きる。
【００３７】
　上記実施形態では、上層シート５１と下層シート５２の層間の非接着領域５４は、ラベ
ル基材５の一側縁５ａから他側縁５ｂに亘って設けられているが、例えば、図７に示すよ
うに、ラベル基材５の一側縁５ａから他側縁５ｂの間に於いて、ラベル３のＸ方向に伸び
る細い部分接着層５３ａが設けられ、この部分接着層５３ａの両側部分に非接着領域５４
，５４が設けられていてもよい。
【００３８】
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　さらに、上記実施形態では、包装箱２として６面体構造のものを例示しているが、包装
箱２は、６面体構造に限られず、例えば略六角柱状、略三角柱状などでもよい。
　また、本発明に係るラベル３を貼着する商品は、包装箱２に物品が収納されているもの
に限られず、包装箱２に収納されていない物品でもよい。該商品としては、例えば、シャ
ンプーなどのサニタリー品や化粧品が充填された容器、飲料が充填された容器などが挙げ
られる。
　さらに、本発明のラベル付き商品１は、上記のような梱包材９に梱包される場合に限ら
れず、例えば、軟質フィルムを用い、複数個のラベル付き商品１をフィルム包装すること
もできる。かかるフィルム包装としては、シュリンクフィルムによるオーバーラップ包装
、キャラメル包装などが挙げられる。
【図面の簡単な説明】
【００３９】
【図１】本発明のラベル付き商品の一実施形態を示す斜視図。
【図２】（ａ）は、図１のI－I線縦断面図、（ｂ）は、図２（ａ）の要部拡大断面図。
【図３】（ａ）は、ラベルの一実施形態を示す平面図、（ｂ）は、同背面図。ただし、（
ｂ）に於いて、粘着剤層が露出した部分を、網掛けで表している。
【図４】（ａ）は、図３のII－II線断面図、（ｂ）は、図３のIII－III線断面図。
【図５】ラベル付き商品を梱包材に梱包した状態を示す縦断面図。
【図６】ラベルの他の実施形態を示す断面図。
【図７】ラベルの他の実施形態を示す平面図。ただし、接着層及び部分接着層が設けられ
た部分を、網掛けで、非接着領域を、空白で示している。
【符号の説明】
【００４０】
　１…ラベル付き包装箱、２…包装箱、２１…包装箱の上面部、２２…包装箱の正面部、
２３…包装箱の接続部、２４…包装箱の底面部、２６…包装箱のヒンジ部、３…ラベル、
３１…ラベルの貼着部、３２…ラベルの突出部、３３…境界線、５…ラベル基材、５１…
上層シート、５２…下層シート、５３…接着層、５４…非接着領域、６…意匠印刷層、７
…粘着剤層、８…非接着処理層、９…梱包材、９１…梱包材の上面部、１０…商品
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